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この度の議会で、議員の政務調査費を3万円増額し、この4月より8万円とする条例の改正案が、公明党と共産

党を除く全会派の連名で提出。値上げ額は年額で1500万円余り、4年間で約6千万円に。公明党は強く反対し、

議会で徹底した質疑及び討論を展開。しかし改正案は提出した6会派の多数で可決されました。
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政務調査費は、議員が活動す

るに当たり調査や研究をするた

めに使うことができる費用です。

各会派に交付され、決められた

使い道にしか使うことはできま

せん。市川市議会では領収書の

添付が必要で、情報公開もされ

ています。

公明党の報告書と領収書

今回6割もの値上げを要望した保守系など6会派は「市川市

は二十八の類似都市の中で財政力は一番であるが、政務調査費

月額5万円は最低である」ことを根拠にしました。しかし、少子

高齢の時代を迎えている上、有能な働き手であった団塊の世代

が退職の時期に入っています。また国民生活の格差は更に広が

る傾向にあります。こうした社会情勢を受け、今後市川市として

はセーフティーネットとしての福祉や医療に掛かる費用が見込

まれます。また今後必要な道路や鉄道の整備にも備えなければ

ならず、決してゆとりのある状況ではありません。

「政治と金」の問題については、国会をはじめ各自治体に至る

まで不祥事が続き、国民の政治への不信がつのっています。市川

市議会でも透明性を高める努力をしてきましたが、「裏給与」と

いう厳しい批判が市民の間にあることも事実です。議員の報酬

が3万円減額される条例が可決しましたが、とりわけ時期を同

じくして同金額の政務調査費を値上げするのでは、市民感情を

逆なでます。

公明党は討論－の中で、値上げ案に強く反対し、今後さらなる透

明性を図ると共に、第三者機関を設置するよう提案しました。

透明性を高めると共に、使途基準の公正性についてまだまだ

改善の余地が残っています。改革を先送りし、まず値上げありき

では、市民に説明がつきません。

値上げに賛成したのは緑風会（9

新政クラブ第2（3名）、みらい（5∠

オーラム市川（3名）、以上の6会派。

共産党（5名）は、議場では反対

討論までして今回の議案に反対

しておきながら、値上げが決まる

と一転「決まった金額は使ってい

きたい」と驚きの発言をして、一

貫性のない態度にひんしゅくを

買っています。

クラブ第1（6名）、

会議連合（3名）、フ
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澗・増望ほお矧こ冊の議員択どうぞ。
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